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巻 頭 言
低温センター吹田分室の思い出
犬 孟 鑑 雄一
昭和43年吹田地区に初めてヘリウム液化機が設置されて16年 になろうとしている。この間、諸先
輩 に導かれ、また正 ・副センター長や運営委員として大阪大学低温センターに関係 してきた一人として、
本年3月 の退官を前に吹田地区から眺めた個人的な思い出にふれたい。
昭和32年 頃、永宮先生らの尽力によって全国に先がけて中之島の理学部に極低温実験室ができたが、
当時工学部などで材料物性の研究に従事していた若手の研究者にとっては液体窒素がやっとで、液体ヘ
リウムは手の届かぬ高嶺の花であった。早 く工学部でも低温実験を手軽 に出来るように したいという熱
意が結集 して、熊谷三郎工学部長の時代に吉永先生を中心に極低温実験室関係者の支援を得て文部省に
働きかけた結果、昭和43、44年 に亘 って工学部特別設備 として水素及びヘリウム液化機2台 が設置
され、工学部から助手 と技官の定員を借用 して山本純也助手を中心として480魏2の工学部低温センタ
ーが設立された。私を含めて、当時まだ少なかった工学部、産研などの吹田地区の低温関連研究者の喜
びは今 臼では想像を絶す るものがあった。また吉永先生の尽力で、当時としては少なかった10テ スラ
の超電導マグネットやクライオメックを置 く共同利用実験室が設けられ、工学部を中心とする低温研究
が遅ればせながらスタートしたわけである。何 しろ液体ヘリウムを初めて扱う人が多 く、米国で低温工
学を修得 して来た山本助手は、その指導と工学部低温センターの整備に献身的に努力 した。昭和46年
には、豊中地区も含めて全学的な大阪大学低温センターが設置され、専任職員として山本助手1名 が定
員化され吹田分室と豊中分室が分れることになった。
この全学センターの第1回概算要求には、吹田地区が協力 して豊申地区に新しい液化機が設置される
と共に、後に伊達センター長等の努力で豊中分室にも助手1名が定員化され名実 ともにバランスのとれ
た2分室構成が確立 し、両地区から全学的に選出された運営委員によって極めて民主的な運営が行 われ
るようになった。まもなく、センターの概算要求に何を取り上げるかにっいて、運営委員会で真剣な討
議が始まり低温センターの将来の方向づけが、時には長時間に亘って模索された。1つ の考え方は、低
温センターの第1義 は寒剤供給であり、研究的なことは しない方が良いという意見、 もう1っは寒剤供
給に余力があれば共同的 に利用できる研究設備があって良いという意見である。吹田分室では、私のセ
ンター長時代、全員一致 して農者の意見に基いて低温脆性試験機設置を提案 した結果、幸いにも伊達セ
ンター長はじめ豊中分室の委員の方 々の御理解を得て、また当時の斎藤事務局長 、山田現工学部長(当
時運営委員)な どを初めとする多数の方々の御尽力によって、文部省に設置が認められた。昭和53年 、
低温脆性試験機 と試験室が設置され、関西にある数少い装置 として多数の共同研究者によって利用され
ている。
核融合などに代表されるように、超電導低温技術の工学的応用が急速に浮上 した結果、吹田地区での
液体ヘリウムの需要が急速に伸び、昨年度:の使用量は吹田地区10600Z、 豊中地区14700Zと
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殆 んど両地区がバ ランスするよ うにな ったの は発足当時を知 る者 として感慨 にたえない。 しか し供給す
るセンター吹 田分室側 としては、液化機 の老朽化 が頭 の痛 い問題 であった。 ところが幸いに も昭和54
年蛋白研 の超電導NMR設 置 の時 、京極教授の特別な好意 によって新 しい液化機が設置 され、当面 の需
要 には対応 できる様 になった。昭和55年 に は、当時 の若槻総長 および斎藤局長 の尽力によって、工学
部 に日本で初めて超電導 工学実験セ ンターが認め られ 、o.5MJの超電導 マグネ ッ トが設置 された。専
任 の村上助教採、山本助手(兼)を 中心 と して、若手 の教授、助教授 の共同利用 によって超電導 エネル
ギ ー貯蔵な どの起電導 の工学 的応用 の研究 が活発 に行 われ るよ うになった。
この ように振 り返 ってみ ると、吹田地 区での低温研究環境 は低温 セ ンターを中心 とする全学 的な関連
研究 者の協力態勢 に基 く'と言 って も過言 ではな く、これ こそ大阪大学低温 センターの特色で あるとされ
ている。今後 は、低温 センターが地区の低温技術 の指導の中心 として広 く社会に開放 される ことが、今
日の厳 しい財政伏況下での発展 の途 であると考 えてい る。後に続 く方が、この ような点を真剣 に検討 さ
れることを望んでやまない。
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